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Abstract 


Collections of flies by fish-baited-cage-traps were made once a week during from 
May 22, 1962 to March 17, 1964 at four points in the Experimental Research Station, 
Faculty of Agriculture, Ehime University, Matsuyama, Japan. 

The total number of flies trapped during a year at each point was 3791 on the average, 
while in two points where the breeding sources were rather numerous in the neighborhood 
as many flies as about 5000 were obtained. Of 38 total species, including 26~31 ones in 
each point, Ph. demandata, S. discolor, M, itoi, and T. flavinervis were new species collected by 
the trap of this type. L. illustris was the greatest, and L. sericata, C. grahami, B. peregrina, and 
C. lata were much greater in number in every points. The former two were breeding 
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mostly in the garbage piles in the open pits and the latter three were mostly breeding in 
the privies or in the open privy-storage-pits found in the premises of the Station. 


The three types of the seasonal activity of the flies were observed: 


The first type 


had two peaks, the first and higher one in spring and the second and lower one in autumn ; 
th second type had two peaks with second and higher one in autumn ; the third type had 


no such notable peaks becoming somewhat numerous in autumn. 


Generally speaking, 


however,most predominant fly species are active in breeding in May to June, and in late 
September to early October, decreasing in breeding activity in mid and late summer. 


ま え 


著者 は 先 に 家 誰 の 多頭 飼育 に よっ て 大 量 に 生産 され 
る 厩 肥 の 理想 的 な 処理 施設 と し て 大 型 四 ヶ ケロ 密 閑 堆肥 
舎 を 考案 し , と れ を 愛媛 大 学 農学 部 付属 研究 農場 に 設 
ELT, 農場 内 で 生産 され る 全 厩 肥 を と の 密閉 堆肥 舎 
で 処理 し , 農場 内 の イエ バエ と サシ バエ を 激減 させ る 
と と 成功 し た ( 仙 頭 1965, 19660. し か し , 農場 内 
に は 畜舎 の 他 に も 便 池 , ご みた め A 
り , 更に 外部 か ら 飛 来 す る 活動 和 邪 団 の 広い ハエ も いる 
と 思わ れる の で , それ ら の ハエ の 実態 を 明らか に する 
必要 を 認め た . 屋外 活動 性 ハエ 類 の 成虫 の 調査 方 法 と 
し て は 急 肉 を 誘引 源 と し た 金網 製 ハ エト ラッ プ を 使用 
する の が 最も よい と 思わ れる (大 森 他 1957 a , b). Z 
の 方 法 に よる 調査 は 本 州 及 び 九 州 の 各地 で か な り 盛 ん 


が き 


に 行わ れ (福島 1957, 堀 1949, 1959, 1951, 加納 1960, 
21959, 宮崎 19604,b, 大 島 1953, 末永 1954, 末永 
他 1964, 渡辺 1956), 夫 々 の 地方 に お ける ハエ 族 相 並び 
代 各 種類 の 季節 的 消長 等 が 明らか に され て いる . し か 
し , 四国 地方 で は 含ま で は と ん ど 調 査 が 行わ れ て いな 
か っ た の で , 著者 は 密閉 堆肥 舎 に よる ハエ の 撲滅 研究 
と 併行 し て , 同じ 農場 内 で 略 2 年 間 に わ た り , ANS 
網 ト ラッ プ を 用 いて ハエ の 採集 を 行い , 松山 地方 に お 
ける 野外 活動 性 ハエ 類 の 種類 と 季節 的 消長 を 調査 し た . 
稿 を 進め る 前 : こ , 本 実験 の 指導 と 本 稿 の 校 関 を 則 わ 
っ た 長崎 大 学 医学 部 医 動 物 学 教室 の 大 森 南 三郎 教授 に 
深謝 の 意 を 表す る . 


調査 場所 及び 方 法 


調査 を 行なっ た 場所 は 松山 市 の 中 心 部 から 東 へ 約 
3 太 の 郊外 に ある 愛媛 大 学 農学 部 付属 研究 農場 内 で , 
と の 農場 は 第 1 図 に 示す よ うに 農学 部 構内 の 東南 端 に 
位置 し , 北側 に は グラ ンド を 隔て て 農学 科 , 林 学 科 , 
農業 工学 科 , 農芸 化学 科 , 及び 経営 農学 科 の 5 学科 と 
付属 農業 高等 学校 , 及び 18 世 帯 の 職員 宿舎 が あり , W, 
西 , 及び 南側 は 水田 に 面 し て いる . 農学 部 構内 に は 5 
基 の 焼却 炉 が あっ て 5 学科 及び 付属 農 高 の ご み は 毎 日 
と と で 焼却 し て いた し , 職員 宿舎 の ご み は 毎 週 1 回 , 
松山 市 衛生 課 か ら 回 収 に 来 て いた の で , 何れ も 通常 は 
あま り ハ エ を 発生 させ て いな か っ た と 思わ れる . し か 
し , 農場 内 の ご み は 厨 草 が 多い と と も あっ て は ほとん ど 
焼却 せ ず 地面 に 穴 を 掘っ て 埋め て いた . と の よう な ど 
み 捨 て 場 は 農場 内 に 3 カ所 あっ て 和 常時 ハエ を 発生 させ 
て いた と 思わ れる . Bit, 農場 内 に は 波 取 式 の 便所 が 
4 カ所 あり , と の 中 3 カ所 は 外部 か ら 不 定期 (月 に 1 
~ 2 回 ) と 波 取 り に き て いた が , 1 カ所 の 分 だ け は そ 
の 便 池 の 近く に 肥料 溜 の 穴 を 堀 っ て 入れ て いた . 従っ 
て と れ ら の 便 池 及び 肥料 溜 は 常時 か な り 多 く の ハ エ を 


発生 させ て いた と 思わ れる . また 農場 の 東側 隣接 し 


Faculty of SEU Ehime University 


Fig. 1. The Experimental Research Station, 
Faculty of Agriculture, Ehime University, 
Matsuyama, Japan. 

1 : Main building of the Experimental 

Research Stat ion. 

2: Residence. 3: Cowshed. 4: Large four 

roomed closed tank for animal manure. 

5: Henhouse. 6: Pigsty. 7 : Greenhouse. 

8 and 9 : Private pigsties. 

A, B, C, and D : Places where fly traps were set. 
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私 設 の 2 つの 共同 豚舎 が あっ て イエ バエ 以外 の ハエ も 
多少 は 発生 させ て いた と 思わ れる . 

農場 全体 の ハエ 族 相 を より 正確 に 把握 する た め は に , 
トラ ッ プ は 農場 の 略 中 央 の C 地 点 と , と ゝ か ら 申 等 距 
HECHO, 物理 的 環境 る か な り 異 な る A, B, RUD 
の 計 4 地点 に 設置 し た . と れ ら の 地点 付近 の 既 況 は 次 
の 通り で ある . 

A : 農場 本 館 の 北側 で , 木造 平屋 建 の 建物 と ひのき 
の 生垣 と の 沖の 約 2 女 の 空地 に 1.5 み の 高 さ の 台 を 設 
け て トラ ッ プ を 設置 し た . 付近 の 発生 源 と し て は すぐ 
側 に 便 池 , 及び 作業 員 控 室 に 隣接 し た ご みた め が あ る . 
日 当り は 悪い . 

B : 密閉 堆肥 舎 ( 西 隣 】 と 鶏舎 (東側) の 間 に あ る 
bAOMIT 1. SMD 高き に トラ ッ プ を 吊り 下げ た . 密 
閉 堆 肥 合 の 更に 西側 に は 和牛 合 が , また 鶏舎 の 東側 に は 
豚舎 が 夫々 隣接 し て いる が , CHOOGSPDS COE 
肥 や 鶏 閥 は 徐 く 密閉 堆肥 舎 で 処理 され て いた の で , ほ 


調査 成 
1) 採集 され た ハエ の 個体 数 
1962 年 5 月 22 日 か ら 1963 年 3 月 12 日 まで の 約 10 ケ 月 
id, , 及び 1963 年 5 月 19 日 か ら 1964 年 3 月 17 日 まで の 1 
年 聞 に 各地 点 で 採集 され た ハエ 数 の 合計 は 第 1 表示 
す 通 り で ある . 
1962 年 に は 5 月 中 旬 ま で の 春の 活動 期 簡 半 に 採集 を 行 
な っ て いな い の で , 各 場所 共 程度 の 差 は ある が 翌年 に 
比べ て 採集 数 が 少な く , 最も 多い A 地 点 で も 2944 個 体 , 
一 番 少 な い C 地 点 で は 735 個 体 , 4 カ所 の 平均 で は 1556 


Table 1. 
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- と ん ど ハ エ を 発生 さき せ て いな か っ た . 


C : ば ら 園 の 西端 に ある まつ の 枝 に 1.57 の 高 さ に 
トラ ッ プ を 吊り 下げ た . すぐ 側 に は 官舎 が あり , と の 
官舎 の ご み 捨て 場 , 便所 及び 肥料 汐 等 の ある 場所 まで 
は 約 15 如 で あっ た . , 

D: ガラ ス 温 室 に 隣接 し た 樹木 園 の 略 中 央 に ある や 
し の 葉柄 に 1.5 娘 の 高 さ に トラ ッ プ を 吊り 下げ た . ft 
近 に ハエ の 発生 源 と な る よう な も の は な か っ た が , 4 
ケ所 の 中 で は 比較 的 樹木 が 茂っ て いた . 

使用 し た トラ ッ プ は 長崎 大 学 熱帯 医学 研究 所 で つく 
られ た 16 メ ツ シ ュ 金網 製 で , 直径 20cg, 高 さ 23cw, 倒 
ロー ト の 高き さ :13cg, HORS 4. 5cg の も の で ある . BH 
引 源 と し て は 採集 日 の 前 日 に 準備 し た 魚肉 (主として 
SHCA) 159 を ずつ を 直径 9.6m, 深 さ 1.9cm の シャ 
ー レ に 入れ て トラ ッ プ 下 の 59cw 角 の 台 板 上 に 置い た . 
採集 は 1962 年 5 月 22 日 か ら 1964 年 5 月 17 日 まで 毎週 1 
Ie], 夫々 の 場所 で 計 96 回 にわたって, 晴天 の 日 の 午前 
8 時 30 分 か ら 午 後 4 時 30 分 まで 行わ れ た . 


績 及び 考察 


個体 に すぎ な い が , 1963 年 に は 3 月 か ら 翌 年 3 月 まで の 
1 年 間 に 最 も 多い A 地点 で 5085 個 体 , 一 番 少 な い D 地 


点 で も 2695 個 体 , 4 カ所 の 平均 で は 3991 個 体 が 採集 さ 
れ た . と れ を 中 部 及び 南西 日 本 各地 で の 成績 (末永 他 , 


1964) と 比較 し て みる と , 各 場 所 を 通じ て の 1 年 間 の 
採集 数 の 平均 で ある 3⑰91 個 体 は 撲滅 地区 と 非 撲滅 地区 
と の 略 中 間 的 な 数 と いえ る が , A 及び C 地 点 で の 採集 
数 は 撲滅 策 を 講じ て いな い 地 区 の 平均 で あぁ る 約 5000 個 
体 に 近い . 雌雄 の 比率 は 両 年 共 雌 が 約 702% を 占め て 


Total numbers of flies collected by fish-baited-cage-traps at each 


place in the Experimental Research Station, Faculty of Agriculture, 
Ehime Uuiversity, Matsuyama, Japan. 


2 Number of flies trapped 
Trap setting 
1962, 5. 22~ 1963. 3.12 1963. 3. 191964. 3. 17 
place . — 
Female Male Total Female Male Total 
A 1, 875 1,069 。 2,944 3, 523 1, 562 5, 085 
B 644 220 864 1, 937 753 2, 690 
C 594 141 735 3, 076 1, 706 4, 782 
D 1, 248 434 1, 682 1, 935 670 2, 605 
Total 4, 361 1, 864 6, 225 10, 471. 4, 691 15, 162 
Mean 1, 090 466 1, 556 2, 618 1, 173 3, 791 
Sex ratio(②) 70. 05 29.95 100. 00 69. 06 30. 94 100. 00 
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Table 2. Species and number of flies collected at each place during 
from May 22, 1962 to March 17, 1964. | 
M eer TN ab | A | B C D | | . "Total 
Species No 76 | No. % | No % | No. の | No. 05,  950Í € 
Scopeuma. stercorarium 4 0. 05). 14 0. 39 28 0. 51 9 0. 21 55 0. 26 49.1 
Physibhora demandata 53 0. 66 9 0.25 67 1.21 24 0.56| 153 0.72 98.7 
Ophyra leucostoma 22 0.22] 20 0.56 15 0.27 4 0.09 61 0.29 88.5 
O. chalcogaster 7 0.09 10 0.28 4 0.07 0.02 22 0.10 90.9 
Fannia prisca 135 1. 68 85 2.39 129 2,34 67 1.56 416 1.95 72.1 
F. scalaris 6 0,07 2 0.06 3 0.08 3 0.00 14 0.07 42.9 
Anthomyia illocata 25 ^ 0.31| 22 0.63 19 0.34 13 0.30 79 0.37 85.5 
Muscina stabulans 65 0.81 55  1.55| 146  2.65| 78 1.82 344 1.61 66.0 
Graphomyia maculata 0 — 0 — 5 0. 09 0 = 5 0.02 100.0 
Musca domesttca vicina 16 0. 20; 12 0. 34 16 0. 29 2 0.05 46 0. 22 63.0 
Stomoxys calcitrans 0 — 0 — 2 0. 04 0 — 2 0.01 100.0 
Calliphora lata 568 — 7.07 110 3.10 412 7.47, 379 8.84 1,469 606.87 88.5 
C. grahami 756 | 9.42 281 7.91 613 11.11 384 8.96 2,034 9.51 61.0 
do 2. arn CUT E 2 ©. 06 14 0.25 13 0.30 65 0.30 75.4 
Lucilia sericata 1,100 13.70, 469  13.20| 581  10.53| 453 10.57 2,603 12.17 82.7 
L. cuprina 20 0.25 5 0.14 02 omm 6 014 31 0.15 96.8 
L. iltustris 3,860 48.08 2,202 61.96 2,706 49.05 2,171  50.6410,939 51.15 68.8 
L. caesar 97 1.21 39 1.10 32 0.58 79  1.84| 247 1.15 97.6 
L. ampullacea 28 | 0.35 1 0.03 23 0.42 20 047 72 0.34 97.2 
L. porphyrina 4 0.05 D ue Q^ s — d. 6005 5 0.02 100.0 
Hemipyrellia ligurriens 12 0.15 2 0. 06 5 0. 09 31 0.72 50 0. 23 80. 0 
Chrysomya pinguis 113  L41 45 1.27 183 2.41 79 1.84 370 1.73 59.2 
Stomorhina discolor 0 = 0 — 1 0.02 0 — 1 0. 00 0.0 
Melinda itoi 0 — | 1 0. 03 0 — | 0 — Í 0. 00 0.0 
Hel:cophagella melanura 71 0. 88 11 0.31 44 0. 80) 23 0.54 149 0. 70 48.3 
Parasarcophaga albiceps 4 0.05 0 — 1 0. 02 1 0. 02 6 0.03 16.7 
P. misera 9 0.11 0 ーー 0 ーー 6 0.14 1 5 0. 07 80.0 
P. tsushimae 9 0. 11; 1 0.03 7 0. 13, 4 0. 09 21 0. 10 76. 2 
P. harpax ir ees 2 0.06 1 0,02) 1 2002 4 0.02 1000 
Boettcherisca peregrina 879 10.95 137 3.85 427 7.74 | 351 8.19; 1, 794 8. 39 45. 3 
B. similis 115 1.43 16 0.45 74 1,34 79 1.84 284 1.33 49.6 
B. septentrionalis 4 0. 05 0 ーー 3 0. 05 0 = 7 0. 03 0.0 
Pienetia horii 3 0.04 1 0.03 TM E 1 0.02 5 0.02 80.0 
P. josephi 1 0. OL 0 — 0 — 0 = 1 0. 00 0.0 
P. caudagalli 1 0. 01 0 — 2 0. 04 0 — 3 0. 01 0.0 
T richolioproctia flavinervis 0 — 0 — 0 — | 1 0. 02 1 0. 00 0.0 
Kramerea schutzei 6 0. 07 0 — 4 0. 07. 1 0. 02) il 0.05 100.0 
Sinonipponia erecta 0 — 0 ーー | 0 eee 2 0. 05 2 0. O1 50. 0 
Total 8,029 100.00| 3,554 100.00| 5,517 100,00 4,287 100.0021,387 100.00 69.4 
No. of species trapped 31 26 30 | 3l 38 
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多く , 従来 の 知見 と 大 体 一 致し て いる . 

2) 各 場 所 で 採集 され た ハエ の 種類 と 数 

以上 の べた よう に 同じ 農場 内 で も 場所 に よっ て 採集 
ハエ 数 の 合計 が か な り 異 な る の で , と れ が 場所 に よる 
ハエ 群集 の 構成 の ちがい に よる も の か どう か を 明らか 
に する た め に , 各 場 所 に つい て 全 調 査 期間 を 通じ て 採 
集 され た ハエ の 種類 と 各種 類 の 採集 数 及び 全 採集 数 に 
対す る 比率 を 比較 し た の が 第 2 表 で ある . と の 表 で ニ 
ク バ エ 類 の 属 名 は 加納 (1967) に よ っ た . と の 表 か ら わ 
か る よう に , 採集 され た ハエ の 種類 数 は 場所 に よっ て 
26 へ 31 種 , 全 体 で は 38 種 と か な り 多 く , と の 中 22 種 は 何 


れ の 地点 で も 採集 され て いる . こ と れ ら の 種類 の 中 , 各 場 
所 を 通じ て 最も 多い の は ミド リキ ン バ エ (L. illustris) 
T, 場所 に より 48 て 6292%, 4 カ所 の 合計 で は 51.2% を 
占め て 圧倒 的 優 占 種 と な っ て いる . 次 に 多い の は ヒロ 
ズ キ ン バ エ (た sericata) ^C, 本 種 は C 地 点 で は 僅か 
の 差 で 第 3$ 位 と な っ て いる が 場所 に よっ て 10.6 へ て 13.7 
?6, 合計 で は 12. 2% を 占め て 第 2 位 と な っ て いる . 第 
3 5 位 は 場所 に よっ て 多少 順序 は 異 る が , ケ ブ カ ク 
ロバ エ (C. grahami), セン チ ニ ク バ エ (B. peregrina), 
及び オオ クロ バエ (C. lata) の 3 種 が 占め , 合計 で は 
ケ ブ カ クロ バエ (9.595), セン チ ニ ク バ エ (8, 4%), 


Table 3. summary of numbers and percentages of flies shown in Tabl 2. 
| | | Ww | 
Family | Genus | No. of sp. | No. of flies % | % of 9 
| "E 
Scatophagidae Scopeuma | 1 | 55 | 0. 26 | 49.1 
Ulidiidae | Physiphora | 1 153 0.72 | 98.7 
l | 
Ophyra | 2 83 0. 39 89. 2 
bem = Fannia | 2 430 Ol 7]. 
praomyudag Anthomyia | 1 79 pod 83. 
| Total | 5 592 | 2.77 | 25:8 
Muscina | 1 344 | 1.61 | 66.0 
Graphomyia 1 5 0. 02 100. 0 
Muscidae Musca | 1 46 0.22 63. 1 
Stomoxys 1 2 0. 01 100. 0 
Total 4 397 1. 86 66. 2 
Calliphora 2 3, 503 16. 38 12.5 
T riceratopyga 1 65 0. 30 75.4 
Lucilia | 6 13, 897 64. 98 72.1 
NT Hemipyrellia 1 50 0. 23 80. 0 
NE Chrysomya 1 370 1.73 59.2 
Stomorhina 1 1 0. 00 .0 
Melinda 1 1 0.00 .0 
Toto1 | 13 17, 887 83. 62 72.0 
Helicophaga 1 149 0. 70 48. 3 
Parasarcophaga 4 46 0. 22 71.7 
Boettcheri sca 3 2, 085 9.75 45.8 
Pienetia 3 9 0. 04 44.4 
veo DIES Tricholi oproctia 1 1 0.00 0.0 
Kramerea 1 11 0. 05 100. 0 
Sinoni pponia 1 2 0. 01 50. 0 
Total | 14 | 2, 303 10.77 46. 7 
Total | 38 | — 21,887 100. 00 69. 4 


松山 地方 の ハエ 類 に つい て 97 


オオ クロ バエ (6.9%) の 順に な っ て いる . 第 6 位 以 
下 は 急 に 少く な り , クロ ヒメ イエ バエ CF prisca), ホ 
ホ グ ロ オビ キン バエ Ch. pinguis),A4 A 4 X 23r (CM. 
stabulans), ナミ ニク バエ (B. similis), キン バエ (L. 
caesar), ハネ フリ バエ (Ph demandata), シリ グロ ニク 
$I ÇH. melanura) 等 が 場所 に よっ て 1 ン < 2 6 採集 さ 
れ て いる 程度 で , 他 は すべ て 1 2 以下 で あっ た . と の 
よう に 研究 農場 で は ど み た め や 動 物 の 死体 か ら 多発 
する ミド リキ ン バ エ や ヒロ ズ キ ン バ エ ,、 便 池 か ら 多 発 
GOTH Boy セン チラ ラク ペペ 及び オオ ク ャ 
バエ 等 の 多い と と が 明らか と な っ た が , と れ ら の ハエ 
の 多く は 農場 内 で 発生 し た も の と 思わ れ , と の と と は 
ご み 捨 て 場 や 便 他 が すぐ 近く に あっ た A 及 び C 地 点 で 
特に と れ ら の ハエ が 多く 採集 され て いる と と か ら る 何 
われ る . 特に A 地点 で は , すぐ 側 の 作業 員 控室 が 宿直 
室 と 兼用 され て いて , 作業 員 が し ば し ば 自炊 を し て い 
た の で , 調理 の 際 に 出る 野菜 くず や 魚の あら , ある い 
は 残飯 が ど ごみ ため に 捨て られ , この ど み た め が 特 に キ 
ン バ エ 類 を 多発 きせ たと 思わ れる . 

以上 の 調査 結果 を 各地 で の 調査 成績 と 比較 し て みる 
E, ミド リキ ン バ エ が 圧倒 的 に 多く , EBABY AI, 
PAP OP 、 ンチ ラク バエ MOAN TAISI 
等 も か な り 多 数 採れ て いる 点 で 山口 県 山陽 町 で の 採集 
成績 に 最も 近い が , 第 2 位 以下 の 順位 は 入れ 代 っ て お 
り , 更に ヒメ クロ バエ 層 (Ophya) が 比較 的 少 い と と , 
及び オビ キン バエ (Chrysomya mez acephala) HE l FÈ 
染 さ れ て いな いこ と と 等 る ああ っ て か な り 趣 を 異 に し て い 
A. また 今回 の 調査 で 採集 され た 38 入 の 中 Physiphora 
demandata, Stomorhina discolor, Melinda ito, 及び 
Tricholioproctia flavinervis の 4 種 は 含ま で 魚肉 金網 ト 
ラッ プ で の 採集 記録 が な く , と の 中 後 3 者 は 夫々 1 個 
体 ず つ で あっ た が Ph. demandata が か な り 多 く 採 集 さ 
れ て いる 点 が 注意 を ひく . 

EER Ck o CAVEROXS S3, ニク バエ 類 を 除 
いて 一 般 に 雌 が 多く , 全体 で は 6922 を 占め て いた . = 
ク バ エ 類 で は 控 集 個体 数 の 少 い も の を 除い て 雄 の 方 が 
や や 多い 傾向 が あり , と これ ら の と と は 従来 の 知見 と 概 
ね 一 致し て いる . 

以上 は 各種 類 に つい て の べた の で ある が , 更に 上 位 
の 分 類 単位 で ある 属 あ も るい は 科 と し て の 特徴 が ある か 
ご うか を 知る た め を に, 第 2 表 の 4 カ所 合計 の 成績 を 科 
別 , 属 別に まとめ た の が 第 3 表 で ある . と の 表 か ら わ 
か る よう た,6 科 の 中 で 最も 採集 個体 数 が 多い の は クロ 
バエ 科 (Calliphoridae) T, 全 ハ エ 数 の 83.62 を 占 
D, 中 で も Lucilia の 6 種 が 6522 を , 次 いで Calliphora 


の 2 種 も 16.42% を 占め て いる ., 次 に 多い の は ニク バエ 
科 (Sarcophagidae) T, 10.82% を 占め , と の 中 9.8% 
を Boettcherisca の 3 種 が 占め て いる . 以上 の 2 科 を 合 
せる と 実に 94. 492 と な り , 大 部 分 が と の 2 科 に 含ま れ 
て いる と と が わか る . 更に 種類 数 に つい て みて も る も, 38 
種 の 中 14 種 が ニー ク バ エ 科 , 13 種 が クロ バエ 科 に 層 し , 
こと の 2 科 が 他 の 4 科 に 比べ て 特に 多い . MEO HY OH 
合 は ニク バエ 科 及 び フン バエ 科 で は 夫々 46.7 MRO 
49.192 と 雄 の 方 が や ゝ 多い が , 他 の 4 科 で は 雌 の 方 が 
多い . 

以上 の べた と と か ら 明 ら か な よう に , 農場 内 で 採集 
きれ る ハエ は 主として 農場 山 の ご みた め 及 び 便 池 か ら 
発生 し て いる と 思わ れる の で , 少な く と も 週 2 回 程度 
の ご ど み の 収集 と 焼却 を 励行 し , 便所 を 水洗 化す る と こと 
に よっ て 農場 内 の ハエ を 激減 させ る と と が で きる こ 思 
われ る . 

3 ) 季節 的 消長 

ハエ 類 の 活動 は その 地方 の 気象 , 特に 気温 の 影響 を 
うけ る と と が 多い の で , 年 に よっ て か な り 差 の ある と 
と が 各地 で 報告 さま れ て いる . 第 2 図 は 全 調 査 期間 に わ 
た っ て の 松山 地方 の 週 平均 気温 湿度, 及び 合計 雨量 
の 変化 と , 採集 個体 数 が 比較 的 多かっ た 18 種 の ハエ の 
消長 と の 関係 を 示し た も の で ある . と の 図 か ら わ か る 
よう に , 松山 地方 で は 一 般 に ハエ 類 の 活動 は 平均 気温 
が 10?C を 超す 3 月 下旬 頃 か ら 次 第 活発 と な り , 4 
月 下旬 頃 か ら 急 に 増加 し て 平均 気温 が 18~20°C に 達 
する 5 て 6 月 頃 最盛 期 を 示し , 7 て 8 月 の 高温 時 に は 
一 時 か な り 減 少 す る が , 9 月 下旬 か ら 10 月 上 旬 に か け 
て 平均 気温 が 再び 20?C 前 後 を 示す 頃 多 少 増加 し , 11 
月 下旬 か ら 12 月 に か け て 平均 気温 が 10°C 以下 に 下る 
頃 急 激 に 減少 する 傾向 が み ら れ る . 冬期 1 ~2 月 に は 
ハエ の 活動 が は と ん ど み られ な い が , 1964 年 の よう な 
暖冬 の 場合 に は クロ バエ 等 一 部 の ハエ が 少数 な が ら 活 
動 を つ ゞ ける. と この よう に , ハエ 類 全 体 と し て は 春 と 
KO 2 回 活動 の ピー ク を 示す が , 秋 の 山 は 春の 最盛 期 
の 山 に 比べ て か な り 低 い . 

以上 は ハエ 類 全 体 と し て の 消長 の 傾向 を の べた の で 
ある が , 各種 類 に つい て みる と 53 つ の 活動 の 型 が ある 
よう で ある . 第 1 型 は 春 と 秋 の 2 回 活動 の ピー ク を 示 
すい わ ゆ る 双 峰 型 で , 春の 山 の 方 が 高い も の で , ヒメ 
フン バエ (Se. stercorarium), ケ ブ カ ク nox, au 
By, Aae FAI: X PUSS, BH 
キン バエ , 及び シリ グロ ニク バエ 等 最も 多く の 種類 が 
と の 型 に 層 す る . 第 2 型 は や は り 双 上 峰 型 で ある が 秋 の 
山 の 方 が 高い も の で , ハネ フリ バエ , ホホ グロ オビ キ 


38 仙 頭 FR Bee K K &T 


100 | 
90 A 
ANA Rerative Humidity 
80 P 
e H V ^ VAN / ム ん 
70 ト 30 ヽ J Jed 21 26 di MAGN 
E : ws IN) " : 
60 ト 25 HT LM 
X 
20 ^M w^. 
\ Mean Temperature 
15 i l . 
4 
10 
Na W \ P A 
5 " - MULT) 
Rain Fall 
i ws 
| J “ 
1000 
All flies 
500 


ecu o 
の 
z 
on 
Re 
in 
C 
e 
x 
e 
= 
S- 
)3 


illusiris 


L. 


ーー ll m 


. sericata 


H. ligurriens | 
ob AO. leucost ーー ^A 

. leucostoma 
中 AO leucostoma | レー パパ へ. 
0 
0 ill. EN / N^ pts = ee dia gs N 


Number of flies 


1 
2 
1 


E 
B i 


Nag S 8 
LMIJIJlAlslolnlpljirlwlAlwliljlalslolwlp | 
Merea 1963 | 


+ 

A 
= 
= 


© 
[ap] 
EN 


Fig. 2. Seasonal prevalence of flies at Matsuyamz, Ehime Prefecture, Japan. 


(Numbers of flies are given by collecting time by total of 4 places) 


20 


e 


松山 地方 の ハエ 類 に つい て 99 


WI, 及び オオ クロ バエ の 3 種 が これ に 属す る . 第 
3 型 は 前 述 の 2 型 の よう な は っ きり し た 双 峰 型 を 示さ 
ず , 夏 の 高温 時 で も か な り 活 発 な 活動 を つづ ける も の 
C, セン チー ニク バエ が と れ に 属す る . その 他 の 種類 は 
個体 数 が 少く て 消長 の 型 を 決め る と と は で き な い が , 
消長 曲線 か ら み て 第 1 乃至 第 2 型 に 属す る も の と 思わ 
れる . inl, 双 上 峰 型 の 種類 の 中 , ヒメ フン バエ , ケ ブ カ 
J Was. パオ イエ バキ Sao ass, ecu ew 
クロ バエ 等 看 早 く 活動 を 開始 する も の の 多く は 7 へ ~8 
月 の 高温 時 に 一 時 姿 を 消し , 秋 に 再び 出現 し て お そく 
まで 活動 を つづ ける 傾向 が お が あり, 1964 年 1 へ 2 月 の よ 
うな 暖冬 に は 冬 の 間 も 少数 な が ら 活 動 を つづ ける と と 
が わか っ た . 

以上 の 結 洒 を 各地 で の 成績 と 比較 する と , «He 
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1) 愛媛 県 松山 地方 に お ける ハエ 族 相 及び 各種 類 の 
季節 的 消長 を 明らか に する た め , 愛媛 大 学 農学 部 付属 
研究 農場 内 の 4 カ所 で , 19624£ 5 月 22 日 か ら 1964 年 3 
月 17 日 まで , 毎週 1 回, 魚肉 金網 トラ ッ プ を 設置 し て 
ハエ の 採集 を 行なっ た . 

D 各 場 所 毎 の 採集 ハエ 数 の 合計 は 1962 年 5 月 か ら 
の 10 カ 月間 で は 平均 1, 556 個 体 ,1963 年 3 月 か ら の 1 年 
間 で は 平均 38791 個体 で 比較 的 少な か っ た が , 近く に 
発生 源 の あっ た 2 地点 で は 1 年間 に 約 5, 000 個 体 の ハ 
ェ が 採集 され た . 暴 雄 の 比率 は 両 年 共 雌 が 約 709% を 占 
め て 多く , 従来 の 知見 と 概ね 一 致し て いた . 

$) 採集 され た ハエ の 種類 数 は 場所 に よっ て 26 へ ~31 
AB, 合計 38 種 で 。 と の 中 Ph. demandata, S. discolor, 
M. itoi, 及び T. flavinervis の 4 種 は 魚肉 金網 トラ ッ 
プ で の 初め て の 採集 記録 で ある と 思わ れる . 各種 類 の 
占め る 比率 は 場所 (に よっ て 幾 分 異 る が , 4 カ所 を 合計 
する と 最も 多い の は ミド リキ ン バ エ (5.299) T, 以 
ドド ヒロ ズ キ シバ パ エ (]2. 2922), ケ プ ブ カエ ロバ パ エ (9.5906), 
セン チ ニ ク バ バエ (8.422), オ オク ロバ エ (6.996) OIE 
に 少く な り , 他 は すべ で て 2 22 以下 で あっ た . 

4 採集 ハエ 数 を 科 , 属 別に まとめ て みる と クロ 
バエ 科 が 83.62%2 を 占め, 中 で も Lucilia の 65% と 
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1) 福田 通 男 : 魚肉 金 納 トラップ に よる ハエ 類 の 採集 
数 及ば す 採 集 場 所 の 物理 的 条件 の 影響 に つい て ( ハ 
エ 類 の 生態 並び に 撲滅 に 関す る 研究 第 2 報 ). 長崎 


体 と し て の 消長 の 型 は 長崎 県 諫早 地方 で の 結末 と ほ ゞ 
一 致し , 地理 的 に 最も 近い 山口 県 山陽 町 で の 場合 より 
春の 最盛 期 が 約 1 ヵ月 早く あら われ て いる . 各種 類 に 
つい て みて も ピー ク の 高 さ な ど 若 干 の 相違 は ある が , 

概ね 諫早 で の 調査 結果 と - 一 致す る . と の よう に 春の 最 
成 期 が 比較 的 早 く 現 われ た と と に つい て , その 原因 と 
思わ れる 気温 の 変化 を 調べ た 結果 , 今回 の 調査 を 行 な 
っ た 1963 年 春の 月 平均 気温 が 3 月 に は 8.1?C で 略 平 年 
並 で あっ た が , 4 月 に は 14.07C で 1?C, 5 月 に は 
19.0?C で 1.65C, 6 月 に は 22.4C で 0.8?C 夫 々 平年 
より 高く 4 月 の 平均 気温 は 長崎 の 14.79?C に 近く , 5, 
6 月 に は むしろ 長崎 ぶり 夫々 0.5?*C 高 か っ た を と が わ 
か っ た . 従っ て と の 春の 気温 が 例年 より 高かっ た と と 
が 今回 の 春の 最盛 期 の 出現 を 早め た も の と 思わ れる . 
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Calliphora の 169% が 特に 多い . 次 に 多い の は ニク バエ 
料 の 10.822 で , と の 中 9.822 を Boettcherisca が 占め て 
いる . 各 科 に 含ま れる 種類 数 も ニク バエ 科 14 種 , クロ 
バエ 科 13 種 で , と の 2 科 が 特に 多い . 

5) 松山 地方 に お ける ハエ 類 の 活動 は 3 月 下旬 頃 か 
ら 活発 に な り , 4 月 下旬 頃 か ら 急 増し て 5 て 6 HAR 
盛 期 を 示し , 7 て 8 月 に は 一 時 減少 する が 9 月 下旬 か 
ら 10 上 旬 に か け て 再び 多少 増加 し , 11 月 下旬 か ら 12 月 
に か け て 急減 する 双 峰 型 を 示す . 春の 最盛 期 の 出現 が 
比較 的 早かっ た の は 調査 を 実施 し た 1963 年 春の 気温 が 
平年 より か な り 高 か っ た と と に よる と 思わ れる . 各 種 
類 の 消長 に は , 春秋 に ピー ク を 示し , 春の 山 の 方 が 高 
い 第 1 型 と , 双 峰 型 で は ある が 秋 の 山 の 方 が 高い 第 2 
型 , 及 び 夏 で も 減少 せ ず , 従っ て 双 峰 型 を 示さ な い 第 
3 型 の 3 型 が み ら れ , 多く の 種類 は 第 1 乃至 第 2 型 に 
属す る と こと が わか っ た . 

6 う 今回 の 調査 結果 か ら , 農場 内 で 採集 され た ハエ 
類 は 主として 農場 内 の ど み た め と 便 池 及び 肥料 溜 か ら 
発生 し た も の と 思わ れる の で , 毎週 2 回 以上 の ど み の 
収集 焼却 を 励行 し , 便所 を 水洗 化す る と と に よっ て 農 
場内 の ハエ を 激減 させ 得る と 思わ れる . 
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